
広島臨床腫瘍外科研究会
2018 年 4 月 28 日（土）18:00 ～ 19:30

ホテルグランヴィア広島 4階 「悠久」

〒732-0822 広島市南区松原町1-5 ℡:082-262-1111

日時

情報提供（ 18:00～18:05 ）

「リコモジュリン点滴静注用12800 最近の話題」

旭化成ファーマ株式会社

『StageII、III結腸癌における術前再発予測スコアの検討』
県立広島病院 消化器・乳腺・移植外科 長ケ原 一也 先生

【座長】広島大学病院 乳腺外科 舛本 法生 先生

『難治性乳び腹水根治術にICG蛍光法が有用であった1例』
広島大学病院 消化器外科 島尻 寛人 先生

主催：旭化成ファーマ株式会社

特別講演（ 18:30 ～ 19:30 ）

一般講演（ 18:05 ～18:30 ）

会場

※会終了後、情報交換の場をご用意しております

『乳癌術前化学療法における造影MRI検査の中間期効果判定の有用性』
広島大学病院 乳腺外科 鈴木 江梨 先生

【座長】広島大学大学院 消化器・移植外科学

教授 大段 秀樹 先生

『 Septic DICの病態から学んだ、
肝切除後の”難治性肝不全”の

新規病態と先制医療 』
～ 高難度手術の死亡率改善のために必要な革新的周術期管理を学ぼう! ～

【演者】金沢大学 消化器・腫瘍・再生外科学

教授 太田 哲生 先生




